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開校初年度の昨年度、全校児童生徒、保護者、教職員が力を合わせてつくった

校歌が、立派な校歌板となって、多目的室に設置されました。県産材を使った、

とてもきれいなものです。これから年月を経るにつれ、徐々にあめ色に変わって

いき、重厚感が出てくるそうです。

皆さんの手で、また一つ、吾妻特別支援学校の歴史が刻まれました。非常にう

れしいことです。学校にお立ち寄りの際、ぜひ、御覧ください。

２月８日の新聞報道で御覧になったかと思いますが、吾妻特別支援学校高等部

の設置時期が「平成３０年４月」に決まりました。

内容など詳しいことはまだ何も決められていませんが、まずは既存の校舎に高

等部のスペースを確保した形で開設することになるようです。今の中学部２年生

の年齢の方が第１期生となりますが、来年度に入試が行われ、再来年度から高等

部の授業が開始されることになります。

この件につきましては、保護者の皆様には、

詳細がわかり次第、お知らせいたします。

吾妻特別支援学校の更なる充実に向けて、

教職員一同、精一杯取り組んで参りますので、

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

校歌板が設置されました

平成３０年４月に高等部が設置されます
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２月９日（木）に第３回学校評議員会が行われました。今年度最後の評議員会

ということで、教育活動についての説明をさせていただいたり、子どもたちの学

習の様子を参観していただいたりしました。

評議員の方々からは、

・２年目を迎え、一層活気が出てきて、ますます学校らしくなってきた。

・学校の方針が共通理解され、先生方がチームワークよく同一歩調で指導して

いる様子がとてもよい。

・子どもたちが生き生きと楽しそうに取り組んでいる。

・掲示物等が工夫されており、子どもの作品がたくさんあってよい。

・開校初年度よりも更にパワーアップしており、より充実した教育活動が行わ

れている。

などのお褒めの言葉をいただきました。また、

・高等部の設置に向けて、更にキャリア教育を充実させていってほしい。

などの今後に向けた御助言もいただきました。

本校が開校してまもなく２年を迎え、ようやく学校体制が整ってきたところで

すが、来年度からは高等部設置への準備を行うことになります。高等部設置はも

う少し先かと思っていましたので、少々、びっくりしているのが本音です。

が、本校のスタッフは皆、「クリエイティブ吾特」を合い

言葉に、開校初年度の重責を担ってきた者たちで、常に

創造的な仕事をしてきた経験があります。この流れや勢い

を止めずに、今後も、子どもたちのために創造的に業務を

進めていきたいと思います。

お忙しい中、学校に来てくださいました学校評議員の皆様、ありがとうござい

ました。

１ヶ月後の３月１５日（水）に、吾妻特別支援学校の２回目の卒業証書授与式

が行われます。今回は、小中学部合同の卒業式で、卒業生は、小学部１名、中学

部１名の計２名です。

高等部入試も無事に終了して一段落つきましたので、本日から、

送る言葉、卒業生のメッセージなど、卒業式に向けた様々な練習が

スタートしました。

心に残る素敵な卒業式になるよう、子どもたちと教職員とで

がんばっていきます。在校生の保護者の皆様も、ぜひ、卒業式に

御参加いただき、御一緒に卒業生の門出を祝福していただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。

第３回学校評議員会が行われました

卒業式に向けての準備が始まりました


